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（事例１）新潟市都心部における歩道のロードヒーティング整備について

概 要

設置場所

・国道１１６号 新潟市中央区寄居町 ～ 新潟市中央区本町（柾谷小路）
・国道７号 新潟市中央区本町 ～ 東大通２丁目（柾谷小路・東大通）
・国道７号 新潟市中央区東大通２丁目 ～ 蒲原町（明石通）

経緯

整備内容

Ｈ１２年度 交通バリアフリー法 施行

Ｈ１３年度 新潟駅前地区交通バリアフリー検討委員会 発足

Ｈ１４年度 新潟市交通バリアフリー基本構想 策定

Ｈ１５年度～ ロードヒーティングを含む歩道整備工事を開始

Ｈ１８年度 整備完了

・歩道内に無散水融雪（ロードヒーティング）を整備



設置場所

（事例１）新潟市都心部における歩道のロードヒーティング整備について

ロードヒーティング設置範囲（約３ｋｍ）

新潟駅
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※破線区間は、交差点部等のたまり場のみ設置



（事例１）新潟市都心部における歩道のロードヒーティング整備について

当該設置範囲は、新潟市移動等円滑化促進方針（R6.3策定）における
生活関連経路に指定されている。

生活関連経路：旅客施設からの導線だけではなく、旅客施設以外の
施設間の移動のしやすさを高める経路

ロードヒーティング設置範囲
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（事例１）新潟市都心部における歩道のロードヒーティング整備について

整備内容

・歩道内に無散水融雪（ロードヒーティング）を整備。
・本事例では、電熱線によるロードヒーティングを採用しており、
コンクリート版の中に配線した電熱線により、路面が温められて融雪できる。
・電熱線は、径が小さいため舗装厚が薄くできるメリットがある反面、
ランニングコストが高くなるデメリットがある。

コンクリート版

電熱線

（路面）

図 舗装断面構造写真 コンクリート版設置状況

コンクリート版
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（事例１）新潟市都心部における歩道のロードヒーティング整備について

整備効果

東大通 融雪状況 東大通 融雪状況
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（事例１）新潟市都心部における歩道のロードヒーティング整備について

整備効果

萬代橋 融雪状況 明石通 融雪状況
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（事例２）高岡市福岡駅前のバリアフリー整備について

福岡駅前地区移動等円滑化基本構想【概要版】（令和４年３月策定）
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（事例２）高岡市福岡駅前のバリアフリー整備について

（写真）令和５年１２月撮影
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【国の支援】
・福岡駅前土地区画整理事業
・都市構造再編集中支援事業（（福岡中央地区第3期））



（参考）国の支援制度（自治体ご担当者様へのご案内）
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・国において、駅周辺の整備も含め様々な事業の支援をしております。
・北陸地方整備局建政部 都市・住宅整備課までお気軽にお問合せください。
（電話番号：０２５－２８０－８７５５））

（支援制度の例）


